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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
ｒ
Ｓ
 

空
ヲ
舞
ウ
白
キ
自
由

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
０
５
３
Ｚ

【
作
者
名
】

　
白
銀
の
翼

【
あ
ら
す
じ
】

　
ユ
ニ
ウ
ス
戦
役
終
焉
か
ら
一
年
経
っ
た
Ｃ
．
Ｅ
．
７
５
。

あ
れ
か
ら
地
球
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
と
の
解
り
合
い
を
進
め

る
と
同
時
に
、
戦
火
の
爪
痕
を
少
し
で
も
癒
そ
う
と
、
各
国
で
協
力
し
合
っ
て

い
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
も
中
々
進
ま
な
か
っ
た
。

世
界
各
国
と
プ
ラ
ン
ト
に
所
属
不
明
艦
隊
と
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
部
隊
が
現
れ
て
世

界
に
小
さ
な
混
乱
を
起
こ
し
て
い
た
の
だ
。

そ
ん
な
中
、
ザ
フ
ト
軍
の
隊
長
と
特
務
隊
に
着
任
し
た
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
は
、
あ
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る
宙
域
に
て
艦
隊
が
停
泊
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、
偵
察
兼
破
壊
の
為

に
一
人
出
撃
す
る
が
―
―
。

一
方
、
あ
る
魔
法
世
界
ミ
ッ
ド
チ
ル
ダ
で
は
、
新
暦
７
５
年
の
春
に
発
足
し
た

あ
る
試
験
部
隊
と
、
あ
る
次
元
犯
罪
者
と
の
戦
い
、
そ
の
事
件
の
名
前
が
そ
の

首
謀
者
の
名
前
に
な
る
程
の
事
件
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
た
―
―
。
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自
由
ノ
消
失
（
前
書
き
）

自
信
無
い
…
…
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自
由
ノ
消
失

”
ブ
レ
イ
ク
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
”
か
ら
始
ま
り
メ
サ
イ
ア
攻
防
戦
ま
で
続
い
た

大
戦
、
”
ユ
ニ
ウ
ス
戦
役
”
か
ら
数
ヶ
月
。

世
界
は
カ
ガ
リ
・
ユ
ラ
・
ア
ス
ハ
が
治
め
る
オ
ー
ブ
連
合
首
長
国
と
ラ
ク
ス
・

ク
ラ
イ
ン
が
治
め
る
プ
ラ
ン
ト
理
事
国
が
筆
頭
と
な
り
、
着
実
に
復
興
へ
の
道

と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
の
解
り
合
い
を
進
め
て
い
た
。

だ
が
そ
の
一
方
で
、
地
球
や
”
プ
ラ
ン
ト
”
で
は
大
き
な
大
戦
は
起
き
て
は
い

な
い
が
、
小
規
模
な
混
乱
は
起
き
て
い
た
。

地
球
各
地
と
”
プ
ラ
ン
ト
”
各
地
で
所
存
不
明
の
艦
隊
や
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
群
が

現
れ
て
、
各
国
を
襲
撃
し
た
か
ら
だ
。

各
国
は
復
興
を
進
め
る
と
同
時
に
連
携
を
取
り
所
存
不
明
艦
隊
を
撃
破
し
、
目

の
前
の
火
の
粉
を
振
り
払
う
事
も
同
時
進
行
す
る
事
に
し
た
。

デ
ブ
リ
帯

無
数
の
星
が
瞬
く
漆
黒
の
空
間
に
、
無
数
の
岩
塊
や
残
骸
が
漂
っ
て
い
る
中
、

一
機
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
が
辺
り
を
見
渡
し
て
い
た
。
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純
白
の
四
肢
、
黒
と
青
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
ボ
デ
ィ
、
黄
金
の
胸
部
砲
口
と

関
節
部
と
両
手
、
両
腰
部
に
灰
色
と
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
の
柄
、
そ
し
て
背
中
に

背
負
う
八
枚
の
深
蒼
の
翼
。

自
由
の
大
天
使
『
Ｚ
Ｇ
Ｍ
Ｆ
－
Ｘ
２
０
Ａ
 

”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”
』

で
あ
る
。

「
お
か
し
い
な
…
…
。

確
か
に
こ
の
宙
域
で
所
属
不
明
艦
隊
が
停
泊
し
て
い
た
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た

の
に
何
故
誰
も
い
な
い
ん
だ
？
」

”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”
の
胸
部
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で
操
縦
す
る
キ
ラ
・
ヤ

マ
ト
は
一
人
ご
ち
る
。

自
ら
が
所
属
し
て
い
る
超
大
型
空
母
”
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
”
を
旗
艦
と
す
る
ザ
フ
ト

軍
月
軌
道
艦
隊
―
戦
艦
”
ミ
ネ
ル
バ
”
―
に
、
所
属
不
明
艦
隊
が
こ
の
デ
ブ
リ

帯
で
怪
し
い
行
動
を
し
て
い
る
、
と
い
う
情
報
を
得
て
、
キ
ラ
自
ら
が
出
撃
し

た
の
だ
が
、
結
果
は
雲
隠
れ
で
あ
る
。

だ
が
そ
の
雲
隠
れ
で
も
怪
し
い
。

通
常
な
ら
強
大
な
軍
隊
、
そ
れ
も
二
つ
の
大
戦
で
英
雄
の
一
人
と
数
え
ら
れ
て

い
る
人
物
と
愛
機
な
ら
ば
急
い
で
逃
げ
る
が
、
そ
の
際
に
何
か
証
拠
を
残
し
た

り
す
る
事
が
あ
る
。

だ
が
そ
れ
が
一
切
無
い
の
だ
。

ま
る
で
最
初
か
ら
そ
こ
に
い
な
か
っ
た
よ
う
に
。

「
念
の
た
め
に
、
も
う
少
し
調
べ
て
み
る
か
…
…
」
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そ
う
言
っ
て
操
縦
桿
を
動
か
し
た
時
だ
っ
た
。

ス
テ
ィ
ッ
ク

ガ
ク
ン
と
、
機
体
が
揺
れ
て
何
か
に
吸
い
込
ま
れ
始
め
た
の
だ
。

「
な
、
何
！
？
」

慌
て
な
が
ら
も
原
因
を
探
る
べ
く
、
メ
イ
ン
カ
メ
ラ
を
動
か
し
た
時
だ
っ
た
。

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
ど
ん
な
星
や
月
よ
り
も
強
い
輝
き
を
放
つ
光
。

そ
の
光
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
て
い
る
。

「
チ
ィ
ッ
！
」

キ
ラ
は
急
ぎ
フ
ッ
ト
ペ
ダ
ル
を
強
く
踏
み
、
ブ
ー
ス
タ
ー
を
全
開
に
す
る
が
構

わ
ず
に
機
体
は
ど
ん
ど
ん
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

そ
し
て
、
機
体
が
光
に
入
っ
て
い
く
と
同
時
に
全
て
の
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
し

て
い
く
。

武
装
も
、
装
甲
も
、
推
進
力
も
、
ハ
ッ
チ
も
全
て
が
使
え
な
く
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
―
―

「
う
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
」

キ
ラ
の
断
末
魔
と
共
に
、
機
体
は
光
と
共
に
消
え
去
っ
た
。
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邂
逅
ノ
時
（
前
書
き
）

上
手
く
出
来
て
る
だ
ろ
う
か
…
…
？
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邂
逅
ノ
時

光
に
吸
い
込
ま
れ
て
数
分
後

「
…
…
ん
、
う
ぅ
…
…
。

こ
こ
は
…
…
？
」

偏
光
グ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
バ
イ
ザ
ー
を
持
つ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
中
で
、
キ
ラ
は
ゆ

っ
く
り
と
目
を
覚
ま
す
と
目
を
数
回
瞬
き
さ
せ
て
意
識
を
覚
醒
さ
せ
る
。

薄
暗
く
て
余
り
見
え
な
い
が
感
触
か
ら
、
未
だ
に
愛
機
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
内
に

い
る
と
い
う
の
が
解
る
。

「
”
フ
リ
ー
ダ
ム
”
の
中
、
か
…
…
。

取
り
敢
え
ず
今
の
状
況
は
、
と
…
…
」

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
中
は
変
わ
ら
ず
薄
暗
い
が
、
手
慣
れ
た
手
つ
き
で
機
体
の
電

源
を
入
れ
る
と
前
に
キ
ー
ボ
ー
ド
を
出
し
、
音
楽
を
奏
で
る
よ
う
に
叩
く
。

ザ
フ
ト
の
紋
章
が
目
の
前
の
画
面
に
現
れ
、
Ｏ
Ｓ
が
開
か
れ
る
。

エ
ン
ブ
レ
ム

―
―
Ｚ
ｏ
ｄ
ｉ
ａ
ｃ
 

Ａ
ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
 

ｏ
ｆ
 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
ｏ
ｍ
 

Ｔ

ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｙ

―
―
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｌ
 

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
 

Ｎ
Ｅ
Ｏ
 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
 

Ｓ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
 

―
―
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

―
―
Ｕ
ｎ
ｓ
ｕ
ｂ
ｄ
ｕ
ｅ
ｄ
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―
―
Ｎ
ｕ
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ

―
―
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ

―
―
Ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｕ
ｌ
ｔ

―
―
Ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ｅ

―
―
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
 

Ｓ
Ｄ
 

１
０
０
－
０
９
 

Ｓ
Ｆ
／
Ｉ
Ｊ
 

０
１
－
３
４

１
５
２

―
―
Ｚ
．
Ａ
．
Ｆ
．
Ｔ

―
―
Ｇ
．
Ｕ
．
Ｎ
．
Ｄ
．
Ａ
．
Ｍ
 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ

い
つ
も
と
同
じ
、
ガ
ン
ダ
ム
の
Ｏ
Ｓ
が
開
か
れ
る
と
計
器
に
光
が
点
り
、
Ｖ
Ｐ

Ｓ
が
展
開
さ
れ
る
と
同
時
に
モ
ニ
タ
ー
や
カ
メ
ラ
が
映
る
。

だ
が
、
カ
メ
ラ
に
映
っ
た
光
景
を
見
て
、
キ
ラ
は
愕
然
と
し
た
。

「
な
！
？

僕
は
さ
っ
き
ま
で
デ
ブ
リ
帯
に
い
た
筈
な
の
に
！
！
」

画
面
に
映
っ
た
の
は
さ
っ
き
ま
で
の
デ
ブ
リ
帯
で
は
な
く
、
日
光
に
当
た
り
白

銀
に
輝
く
雪
山
だ
っ
た
の
だ
。

い
つ
の
間
に
地
球
に
？
と
思
っ
た
が
空
に
見
え
る
無
数
の
惑
星
ら
し
き
も
の
で
、

地
球
で
は
な
い
の
が
解
る
。

取
り
敢
え
ず
、
今
は
驚
い
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。

キ
ラ
は
ハ
ッ
と
意
識
を
取
り
戻
す
と
、
再
び
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
。
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「
Ｃ
Ｐ
Ｇ
設
定
正
常
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
リ
ン
ケ
ー
ジ
イ
オ
ン
濃
度
正
常
、
メ
タ
運

動
野
パ
ラ
メ
ー
タ
正
常
、
原
子
炉
正
常
、
全
シ
ス
テ
ム
オ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
…
…
。

オ
ー
ル
ウ
ェ
ポ
ン
ズ
フ
リ
ー
？
」

画
面
に
映
る
正
常
を
示
す
文
字
を
見
て
安
堵
の
息
を
吐
く
キ
ラ
だ
が
、
あ
る
一

文
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。

こ
の
文
字
が
意
味
す
る
事
は
、
全
身
に
備
え
て
い
る
全
て
の
武
装
が
、
ド
ラ
グ

ー
ン
も
漏
れ
ず
に
使
え
る
と
い
う
事
だ
。

だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
信
用
出
来
な
い
。

「
…
…
や
っ
て
み
る
か
」

キ
ラ
は
操
縦
桿
を
動
か
し
、
左
上
の
翼
か
ら
ド
ラ
グ
ー
ン
を
一
機
射
出
し
て
、

メ
イ
ン
カ
メ
ラ
の
前
で
止
め
る
と
、
上
下
左
右
と
動
か
し
、
試
し
に
ビ
ー
ム
を

一
発
上
空
に
放
つ
。

翼
端
か
ら
放
た
れ
た
翡
翠
の
光
弾
は
、
空
の
彼
方
に
消
え
て
い
っ
た
。

「
ド
ラ
グ
ー
ン
も
使
え
る
か
…
…
」

と
も
か
く
こ
れ
で
解
っ
た
が
、
後
は
こ
の
地
に
人
間
が
い
る
か
だ
。

こ
こ
が
未
開
の
地
な
ら
、
キ
ラ
は
こ
こ
で
愛
機
と
共
に
、
愛
機
に
看
取
ら
れ
な

が
ら
死
に
逝
く
し
か
無
い
。

人
が
住
ん
で
い
る
な
ら
帰
る
方
法
を
見
つ
け
る
ま
で
現
地
の
人
達
に
紛
れ
て
住

む
ま
で
だ
。

「
人
は
、
と
…
…
」
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何
処
か
に
向
け
て
飛
行
を
始
め
よ
う
、
膝
を
折
り
曲
げ
な
が
ら
周
り
を
見
渡
し

た
時
だ
っ
た
。

―
―
ド
ォ
ォ
ン
！
！

「
―
―
ん
？
」

何
か
の
爆
発
音
を
ス
ピ
ー
カ
ー
が
捉
え
、
キ
ラ
は
顔
を
爆
発
し
た
方
向
で
あ
る

右
方
の
サ
ブ
カ
メ
ラ
の
方
を
向
き
、
何
倍
か
ズ
ー
ム
に
し
て
見
て
み
る
。

何
か
が
爆
発
し
た
証
拠
で
あ
る
黒
煙
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
煙
が
払
わ
れ
る
と

そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
こ
に
い
た
の
は
、
数
機
の
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
と
、
黄
金
と
桜
色
の
光
を
纏
っ

た
見
た
事
も
聞
い
た
事
も
無
い
武
器
を
持
っ
た
女
性
だ
っ
た
。

「
…
…
は
？
」

思
わ
ず
マ
ヌ
ケ
な
声
が
出
て
し
ま
う
が
、
気
を
取
り
直
し
て
見
て
み
る
。

”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
の
装
甲
表
面
は
、
女
性
達
の
攻
撃
で
つ
い
た
の
か
僅
か
な
細

い
窪
み
か
ら
丸
く
て
同
様
の
小
さ
な
窪
み
が
あ
る
が
、
そ
の
殆
ど
を
左
手
に
持

っ
た
青
い
ア
ン
チ
ビ
ー
ム
シ
ー
ル
ド
で
防
が
れ
て
い
る
上
に
、
攻
撃
が
入
っ
た

と
し
て
も
内
部
ま
で
攻
撃
が
入
っ
て
い
な
い
。

更
に
ウ
ィ
ン
ダ
ム
も
た
だ
や
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
右
手
に
持
っ
た

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
や
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
で
迎
撃
に
出
て
い
る
が
、
そ
れ
が
灼
熱

の
温
度
を
持
つ
と
い
う
の
が
解
っ
て
い
る
ら
し
く
懸
命
に
動
い
て
躱
し
て
い
く
。
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だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
や
ら
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
だ
。

「
…
…
待
っ
て
て
下
さ
い
。

今
助
け
に
行
き
ま
す
！
」

キ
ラ
は
機
体
を
右
方
に
向
け
さ
せ
る
と
、
機
体
の
瞬
発
力
と
推
進
力
を
瞬
時
に

全
開
に
し
、
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

時
は
少
し
遡
り
、
時
空
管
理
局
古
代
遺
失
物
処
理
管
理
部
機
動
六
課
は
、
ヴ
ァ

イ
ス
・
グ
ラ
ン
セ
ニ
ッ
ク
が
操
縦
す
る
Ｊ
Ｆ
７
０
４
式
の
ヘ
リ
で
初
任
務
に
赴

い
て
い
た
。

機
動
六
課
に
来
た
初
任
務
と
は
、
ベ
ル
カ
自
治
区
に
あ
る
山
岳
地
帯
に
て
ロ
ス

ト
ロ
ギ
ア
を
乗
せ
た
リ
ニ
ア
レ
ー
ル
が
、
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
に
襲
撃
に
合
い
、
そ
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
奪
わ
れ
、
暴
走
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
を
殲
滅
す
る
と
同
時
に
、
リ
ニ
ア
レ
ー
ル
の
暴
走
を
止
め
ロ

ス
ト
ロ
ギ
ア
を
回
収
せ
よ
、
と
い
う
い
き
な
り
ハ
ー
ド
な
初
任
務
で
あ
る
。

「
い
き
な
り
新
デ
バ
イ
ス
で
の
ぶ
っ
つ
け
本
番
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
お
っ
か

な
び
っ
く
り
じ
ゃ
な
く
、
ズ
バ
ッ
と
や
っ
つ
け
ち
ゃ
お
う
！
」
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「
「
「
は
い
！
」
」
」
」

「
…
…
…
…
は
い
！
」

新
人
の
Ｆ
Ｗ
陣
の
内
の
三
人
、
テ
ィ
ア
ナ
・
ラ
ン
ス
タ
ー
、
ス
バ
ル
・
ナ
カ
ジ

マ
、
エ
リ
オ
・
モ
ン
デ
ィ
ア
ル
は
勇
壮
な
返
事
を
返
す
が
た
だ
一
人
、
キ
ャ
ロ
・

ル
・
ル
シ
エ
だ
け
が
何
か
に
怯
え
て
い
る
様
な
声
で
返
事
を
返
す
。

三
人
も
勇
壮
な
返
事
の
裏
に
は
緊
張
が
混
ざ
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
ロ
の
場
合
は

そ
れ
に
相
ま
っ
て
あ
る
自
身
の
問
題
が
あ
る
。

キ
ャ
ロ
は
自
身
の
レ
ア
ス
キ
ル
で
あ
る
”
竜
召
喚
”
に
成
功
し
た
事
が
無
い
の

だ
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
暴
走
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
、
キ
ャ
ロ

の
心
を
支
配
し
て
い
た
。

「
キ
ュ
ル
～
…
…
」

キ
ャ
ロ
の
使
役
竜
で
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
も
、
主
の
心
境
を
察
し
た
の
か
心
配

そ
う
な
声
で
鳴
く
。

「
キ
ャ
ロ
」

「
は
、
は
い
」

な
の
は
も
そ
れ
に
察
し
た
の
か
、
キ
ャ
ロ
に
近
付
く
と
目
線
を
合
わ
せ
て
笑
み

を
浮
か
べ
る
。

「
皆
と
は
通
信
で
繋
が
っ
て
る
。
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ピ
ン
チ
に
な
れ
ば
私
や
フ
ェ
イ
ト
隊
長
、
Ｆ
Ｗ
の
皆
が
い
る
か
ら
、
心
配
し
な

く
て
良
い
よ
」

「
…
…
…
は
い
」

安
心
さ
せ
る
様
笑
み
を
浮
か
べ
て
言
う
な
の
は
に
キ
ャ
ロ
は
少
し
心
が
軽
く
な

っ
た
の
か
、
少
々
ぎ
こ
ち
な
い
が
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

「
良
し
。

じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
く
る
よ
。

ス
タ
ー
ズ
０
１
、
高
町
 

な
の
は
、
行
き
ま
す
！
」

出
撃
合
図
の
声
を
言
う
と
な
の
は
は
開
か
れ
た
ハ
ッ
チ
か
ら
制
服
の
ま
ま
、
飛

び
降
り
る
と
途
中
で
愛
機
”
レ
イ
ジ
ン
グ
ハ
ー
ト
”
を
起
動
し
バ
リ
ア
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
纏
う
と
フ
ェ
イ
ト
と
合
流
し
真
っ
直
ぐ
空
に
展
開
し
て
い
る
ガ
ジ
ェ
ッ

ト
群
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

数
分
後
、
二
人
の
隊
長
達
に
よ
り
空
に
展
開
し
て
い
た
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
の
殲
滅
が

順
調
に
行
わ
れ
て
い
る
中
、
ヘ
リ
は
無
事
に
リ
ニ
ア
レ
ー
ル
の
上
に
着
く
事
が

出
来
た
。

「
さ
ぁ
～
て
新
人
共
！

隊
長
さ
ん
方
が
空
を
抑
え
て
い
る
お
陰
で
無
事
に
出
撃
地
点
に
着
い
た
ぞ
。

準
備
は
良
い
か
ぁ
！
？
」

「
「
は
い
！
」
」
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「
ス
タ
ー
ズ
０
３
、
ス
バ
ル
・
ナ
カ
ジ
マ
」

「
ス
タ
ー
ズ
０
４
、
テ
ィ
ア
ナ
・
ラ
ン
ス
タ
ー
」

「
「
行
き
ま
す
！
」
」

出
撃
合
図
を
言
う
と
同
時
に
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
愛
機
、
”
マ
ッ
ハ
キ
ャ
リ

バ
ー
”
、
”
ク
ロ
ス
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
”
を
起
動
さ
せ
て
リ
ニ
ア
の
屋
根
に
降
り
立

つ
。

次
は
年
少
組
、
エ
リ
オ
・
モ
ン
デ
ィ
ア
ル
と
キ
ャ
ロ
・
ル
・
ル
シ
エ
の
番
で
あ

る
。

エ
リ
オ
の
方
は
落
ち
着
い
て
い
る
が
、
キ
ャ
ロ
の
方
は
余
り
の
高
さ
か
ら
か
そ

れ
と
も
不
安
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
心
配
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。

エ
リ
オ
は
キ
ャ
ロ
に
手
を
差
し
出
す
。

「
…
…
一
緒
に
行
こ
う
」

「
…
…
う
ん
！
」

そ
の
一
言
で
、
キ
ャ
ロ
の
表
情
は
一
気
に
花
開
く
様
に
明
る
く
な
る
。

「
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
０
３
、
エ
リ
オ
・
モ
ン
デ
ィ
ア
ル
！
」

「
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
０
４
、
キ
ャ
ロ
・
ル
・
ル
シ
エ
！
」

「
「
行
き
ま
す
！
」
」
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二
人
は
同
時
に
叫
ぶ
と
、
同
じ
様
に
ヘ
リ
か
ら
飛
び
降
り
て
い
く
と
愛
機
”
ス

ト
ラ
ー
ダ
”
、
”
ケ
リ
ュ
ケ
イ
オ
ン
”
を
起
動
さ
せ
バ
リ
ア
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
纏

う
と
リ
イ
ン
の
現
場
指
揮
に
よ
り
四
人
合
わ
せ
て
リ
ニ
ア
レ
ー
ル
攻
略
を
始
め

た
。

そ
れ
か
ら
Ｆ
Ｗ
陣
は
色
々
と
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
起
こ
し
な
が
ら
も
リ
ニ
ア
レ
ー

ル
を
占
拠
し
て
い
た
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
群
を
殲
滅
、
ロ
ス
ト
ロ
ギ
ア
”
レ
リ
ッ
ク
”

の
回
収
に
成
功
し
、
後
は
六
課
へ
の
帰
還
と
な
っ
た
時
だ
っ
た
。

［
ロ
ン
グ
ア
ー
チ
ス
タ
ッ
フ
よ
り
ス
タ
ー
ズ
０
１
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
０
１
へ
！
！
］

未
だ
飛
行
魔
法
で
浮
い
て
い
る
隊
長
陣
と
ス
バ
ル
の
作
り
出
し
た
魔
法
、
ウ
ィ

ン
グ
ロ
ー
ド
で
ヘ
リ
に
向
か
っ
て
い
る
Ｆ
Ｗ
陣
の
目
の
前
に
ロ
ン
グ
ア
ー
チ
の

一
人
で
あ
る
シ
ャ
リ
オ
・
フ
ィ
ニ
ー
ノ
、
通
称
シ
ャ
ー
リ
ー
が
切
羽
詰
ま
っ
た

表
情
で
映
っ
た
モ
ニ
タ
ー
が
出
て
来
た
。

［
十
二
時
の
方
角
よ
り
新
型
の
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
ら
し
き
物
が
そ
ち
ら
に
向
か
っ
て

い
ま
す
！

そ
の
数
、
十
！
！
］

そ
の
知
ら
せ
が
六
課
メ
ン
バ
ー
全
員
に
入
り
込
み
、
理
解
さ
せ
る
と
一
気
に
緩

ん
で
い
た
気
持
ち
が
ま
た
引
き
締
ま
る
。
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Ｆ
Ｗ
に
は
戦
慄
が
走
る
が
、
隊
長
陣
は
余
裕
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。

こ
の
辺
は
経
験
の
違
い
な
の
か
、
隊
長
陣
は
予
想
し
て
い
た
よ
う
だ
。

だ
が
、
そ
れ
が
間
違
い
だ
っ
た
と
い
う
の
は
す
ぐ
に
明
ら
か
に
な
る
。

最
初
は
空
に
塗
し
た
胡
麻
の
様
だ
っ
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
連
れ
て
そ
の
全
貌

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。

白
と
青
を
基
調
と
し
た
ボ
デ
ィ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
た
様
な
頭
部
、
右
手
に

は
黒
い
一
挺
の
ラ
イ
フ
ル
、
左
手
に
は
青
い
三
角
形
の
シ
ー
ル
ド
を
装
備
し
た
、

全
高
約
二
十
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
人
型
兵
器
。

な
の
は
達
の
最
も
良
く
知
っ
て
い
る
あ
る
世
界
、
そ
の
世
界
に
最
も
近
く
、
そ

し
て
最
も
遠
く
に
あ
る
世
界
で
使
わ
れ
、
量
産
さ
れ
て
い
る
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
の

一
種
、
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
で
あ
る
。

「
…
…
…
こ
れ
は
っ
！
？
」

「
…
…
…
Ｆ
Ｗ
陣
の
皆
は
急
い
で
ヘ
リ
に
戻
っ
て
隊
舎
に
帰
還
し
て
！
」

「
け
、
け
ど
な
の
は
さ
ん
と
フ
ェ
イ
ト
さ
ん
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
！
？
」

「
私
達
は
後
詰
め
を
し
て
こ
い
つ
ら
を
足
止
め
を
す
る
！

早
く
戻
っ
て
！
！
」

「
「
「
「
は
、
は
い
！
」
」
」
」

鬼
気
迫
る
勢
い
の
隊
長
陣
か
ら
の
命
令
を
聞
く
と
、
Ｆ
Ｗ
は
急
ぎ
ヘ
リ
へ
と
帰
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還
し
、
六
課
隊
舎
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

ヘ
リ
が
そ
の
姿
を
消
し
、
そ
の
場
に
は
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
群
と
な
の
は
、
フ
ェ

イ
ト
の
み
が
残
っ
た
。

「
お
友
達
に
な
り
た
い
、
っ
て
い
う
顔
じ
ゃ
な
い
ね
…
…
。

行
く
よ
、
な
の
は
！
」

「
う
ん
！
」

そ
れ
ぞ
れ
が
得
物
と
武
装
を
構
え
て
、
お
互
い
が
中
空
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
。

デ
バ
イ
ス

数
十
分
後

「
は
ぁ
、
は
ぁ
、
は
ぁ
…
…
」

「
き
、
効
く
は
効
く
け
ど
、
こ
の
程
度
か
…
…
」

フ
ェ
イ
ト
の
独
白
通
り
未
知
の
機
体
で
あ
る
、
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
群
に
は
魔
法

は
通
用
す
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
左
手
に
装
備
し
た
ア
ン
チ
ビ
ー
ム
シ
ー
ル
ド
に

て
殆
ど
無
力
化
さ
れ
、
装
甲
表
面
に
当
た
っ
た
時
は
、
魔
法
の
痕
の
窪
み
が
僅

か
に
出
来
る
く
ら
い
だ
。
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魔
導
師
、
騎
士
は
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
カ
テ
ゴ
リ
に
入
れ
る
と
分
け
ら
れ
る
が
、

人
間
と
い
う
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
に
入
れ
る
と
一
緒
に
な
る
。

今
は
例
え
る
な
ら
、
ま
さ
に
象
に
向
か
う
蟻
の
様
な
光
景
だ
。

だ
が
当
然
、
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
達
も
魔
法
に
よ
る
攻
撃
に
よ
り
損
傷
し
て
い
る

が
上
記
の
通
り
で
装
甲
表
面
に
傷
が
着
い
た
く
ら
い
で
内
部
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

更
に
た
だ
や
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
翡
翠
の
ビ
ー
ム
と
桜
色
の
サ
ー
ベ
ル

に
よ
る
反
撃
を
し
て
い
る
。

更
に
は
連
携
も
取
る
の
で
か
な
り
厄
介
だ
。

な
の
は
達
も
灼
熱
を
纏
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
直
感
的
に
解
っ
て
い
る
ら
し
く
、

躱
し
て
い
く
が
動
き
は
か
な
り
複
雑
で
オ
ー
バ
ー
だ
。

そ
の
上
に
、
な
の
は
達
に
は
あ
る
問
題
が
あ
っ
た
。

「
は
ぁ
、
は
ぁ
…
…
。

フ
ェ
イ
ト
ち
ゃ
ん
、
大
丈
夫
？
」

「
何
と
か
ね
…
…
。

け
ど
、
リ
ミ
ッ
タ
ー
を
か
け
て
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
は
流
石
に
…
…
」

そ
う
。
部
隊
保
持
の
為
に
、
二
人
を
始
め
と
し
た
隊
長
陣
に
は
魔
力
リ
ミ
ッ
タ

ー
が
掛
け
ら
れ
る
。

機
動
六
課
の
様
に
優
れ
た
魔
導
師
を
何
人
も
所
属
す
る
為
の
裏
技
だ
が
、
解
除
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権
限
は
限
定
さ
れ
た
対
象
の
上
司
に
あ
る
。

そ
の
上
に
回
数
に
は
制
限
が
あ
り
、
回
数
を
補
槙
す
る
に
は
申
請
が
必
要
な
も

の
だ
。

な
の
は
は
今
の
ま
ま
で
も
都
市
を
破
壊
出
来
る
レ
ベ
ル
だ
が
、
場
所
や
状
況
が

余
り
に
も
違
う
。

更
に
、
今
こ
こ
で
限
定
解
除
を
申
請
す
る
時
間
は
無
い
。

思
案
に
耽
る
二
人
だ
が
、
こ
こ
は
戦
場
。

敵
が
そ
ん
な
時
間
等
与
え
て
く
れ
る
程
優
し
く
な
い
し
、
慈
悲
も
あ
る
訳
が
無

い
。

二
人
の
そ
の
思
案
を
隙
と
判
断
し
、
八
機
の
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
が
二
人
を
四
方

八
方
取
り
囲
ん
だ
。

「
は
っ
…
…
！
」

「
し
ま
っ
た
！
」

悔
し
げ
な
声
を
出
す
二
人
だ
が
、
も
う
既
に
時
が
遅
い
。

八
機
が
そ
れ
ぞ
れ
右
手
に
持
つ
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
を
二
人
に
向
け
て
、
銃
口
の

奥
に
万
物
に
平
等
に
死
を
与
え
る
光
が
宿
る
。

だ
が
、
今
に
も
発
射
さ
れ
よ
う
と
し
た
ラ
イ
フ
ル
の
銃
身
を
西
の
上
空
か
ら
ほ

ぼ
同
時
に
降
り
注
い
だ
八
つ
の
翡
翠
の
閃
光
が
過
た
ず
貫
い
た
。
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「
な
…
…
…
！
？
」

「
今
度
は
何
！
？
」

驚
愕
し
た
二
人
と
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
群
は
そ
ち
ら
に
視
界
を
向
け
、
目
を
見
開

き
ま
た
動
き
を
止
め
た
。

視
界
に
映
っ
た
の
は
、
白
い
装
甲
、
両
手
に
握
る
二
挺
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、

黒
と
青
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
を
し
た
細
身
の
ボ
デ
ィ
、
黄
金
の
輝
き
を
放
つ
関

節
部
と
両
手
と
胸
部
砲
口
、
黄
色
い
二
つ
目
の
セ
ン
サ
ー
、
左
右
対
象
の
四
本

の
ア
ン
テ
ナ
、
そ
し
て
何
よ
り
目
を
引
い
た
の
は
背
中
に
抱
く
深
蒼
の
八
枚
の

翼
。

地
上
の
人
間
達
に
裁
き
を
下
し
に
来
た
天
使
に
も
見
て
取
れ
る
そ
の
機
体
に
、

誰
も
が
釘
付
け
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
機
体
か
ら
声
が
発
せ
ら
れ
る
。

［
そ
ち
ら
の
方
々
、
聞
こ
え
ま
す
か
？

こ
ち
ら
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
で
す
！

援
護
し
ま
す
、
至
急
現
空
域
か
ら
撤
退
を
！
］

最
も
近
く
、
そ
し
て
最
も
遠
い
異
界
に
住
む
者
同
士
の
出
会
い
だ
っ
た
…
…
。
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邂
逅
ノ
時
（
後
書
き
）

ち
ょ
っ
と
書
き
直
し
て
み
ま
し
た
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破
壊
ノ
舞
イ
（
前
書
き
）

は
や
て
の
性
格
改
変
し
ま
し
た
～
…
…
。
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破
壊
ノ
舞
イ

鋼
鉄
の
大
天
使

そ
れ
が
な
の
は
や
フ
ェ
イ
ト
、
そ
し
て
司
令
室
に
い
た
は
や
て
達
が
抱
い
た
”

ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”
へ
の
第
一
印
象
。

誰
も
が
い
き
な
り
助
け
て
く
れ
た
未
知
の
機
体
に
唖
然
と
し
て
い
た
が
、
そ
の

機
体
が
出
し
た
声
で
我
に
返
っ
た
。

［
繰
り
返
し
お
伝
え
し
ま
す
！

援
護
し
ま
す
！

至
急
現
空
域
か
ら
撤
退
し
て
く
だ
さ
い
！
］

「
…
…
は
っ
！
」

「
…
…
っ
と
！
」

ま
た
聞
こ
え
て
き
た
声
に
、
な
の
は
と
フ
ェ
イ
ト
は
意
識
を
取
り
戻
す
。

確
か
に
今
二
人
は
初
任
務
に
て
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
の
援
軍
に
来
た
未
知
の
機
体
達
に

逢
い
、
苦
戦
し
て
い
る
。

そ
の
機
体
達
に
止
め
を
刺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
上
空
で
浮
遊
し
て
い
る

天
使
の
様
な
機
体
が
、
ま
る
で
狙
っ
た
様
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
助
け
て
き
た
。

い
き
な
り
撃
っ
て
き
た
こ
の
機
体
達
と
比
べ
て
、
天
使
の
様
な
機
体
に
乗
っ
て

い
る
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
と
い
う
人
物
は
少
し
は
信
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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「
解
り
ま
し
た
。

一
時
、
現
空
域
か
ら
撤
退
し
ま
す
！
」

「
こ
こ
を
お
願
い
し
ま
す
！
」

［
は
い
！
］

機
体
に
乗
っ
て
い
る
青
年
か
ら
の
返
事
を
聞
く
と
、
二
人
は
線
路
に
沿
っ
て
撤

退
し
て
い
っ
た
。

二
人
が
撤
退
し
た
後
、
そ
の
場
に
は
キ
ラ
と
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
群
の
み
が
残
っ

た
。

八
機
の
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
は
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
が
失
わ
れ
、
残
っ
た
武
装
で
あ

る
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
と
ス
テ
ィ
レ
ッ
ト
対
装
甲
貫
入
弾
を
腰
か
ら
抜
き
構
え
て

お
り
、
残
り
の
二
機
は
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
を
構
え
て
い
る
。

明
ら
か
に
敵
意
と
殺
意
を
感
じ
る
が
、
キ
ラ
は
全
く
別
の
方
向
の
事
に
驚
愕
し

て
い
た
。

（
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
体
温
が
見
当
た
ら
な
い
…
…
！
？

遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
か
独
立
稼
動
シ
ス
テ
ム
が
積
ま
れ
て
い
る
機
体
な
の
か
！

？
）

物
凄
く
今
更
な
事
だ
が
、
有
り
得
な
い
事
に
驚
く
キ
ラ
。
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驚
き
な
が
ら
も
キ
ラ
は
隙
を
見
せ
て
い
な
い
為
に
、
ま
だ
攻
撃
は
行
わ
れ
て
い

な
い
の
で
大
丈
夫
だ
が
、
酷
く
場
違
い
だ
。

だ
が
し
か
し
、
そ
れ
で
も
驚
か
ず
に
は
い
れ
な
か
っ
た
。

人
が
乗
る
事
で
そ
の
力
を
発
揮
す
る
の
が
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
だ
が
、
こ
の
世
界
で

未
知
の
兵
器
で
あ
る
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
を
人
を
乗
せ
る
事
無
く
動
か
す
事
が
出
来
、

ま
た
こ
れ
だ
け
の
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
を
発
進
さ
せ
た
タ
ヌ
キ
が
ど
れ
程
の
技
術

と
頭
脳
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
。

だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
こ
っ
ち
の
利
点
が
多
い
。

そ
れ
は
全
力
を
以
て
こ
の
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
群
を
叩
き
潰
す
事
が
出
来
る
と
い

う
事
だ
。

人
が
乗
っ
て
い
て
は
、
未
来
や
現
在
と
過
去
全
て
を
失
わ
せ
た
上
に
、
見
知
ら

ぬ
人
に
と
っ
て
は
大
切
な
人
だ
っ
た
と
い
う
事
を
知
れ
ば
、
そ
の
重
責
を
そ
の

身
一
身
で
背
負
う
。

隊
長
と
特
務
隊
に
着
任
さ
れ
た
キ
ラ
に
と
っ
て
は
、
そ
の
重
責
を
一
身
に
背
負

う
そ
れ
が
当
た
り
前
な
の
だ
が
。

「
行
く
ぞ
…
…
…
…
！
」

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ス
コ
ー
プ
を
戻
す
と
、
キ
ラ
は
静
か
だ
が
そ
れ
で
殺
気
に

満
ち
た
声
で
呟
く
と
両
腰
か
ら
シ
ュ
ペ
ー
ル
ラ
ケ
ル
タ
・
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
を

抜
き
、
二
刀
流
の
構
え
を
取
る
と
背
中
に
抱
く
八
枚
の
翼
を
広
げ
、
フ
ル
ス
ピ

ー
ド
で
急
上
昇
し
て
い
く
。

当
然
、
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
達
も
そ
れ
を
見
逃
す
筈
は
無
く
、
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
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や
ラ
イ
フ
ル
、
”
ス
テ
ィ
レ
ッ
ト
”
を
構
え
ブ
ー
ス
タ
ー
を
全
開
に
し
な
が
ら

迫
り
来
る
と
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
や
シ
ー
ル
ド
に
隠
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
、
”
ス
テ

ィ
レ
ッ
ト
”
を
撃
っ
て
来
る
。

だ
が
”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”
は
急
上
昇
を
し
た
と
思
っ
た
ら
今
度
は
急

降
下
し
な
が
ら
そ
れ
ら
を
躱
し
、
擦
れ
違
い
様
に
、
ミ
サ
イ
ル
を
頭
部
バ
ル
カ

ン
で
破
壊
す
る
と
、
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
を
持
っ
て
い
た
先
頭
二
機
の
胴
体
を
真

一
文
字
に
斬
り
捨
て
る
。

真
っ
二
つ
に
さ
れ
た
機
体
が
一
拍
置
い
て
後
ろ
で
爆
発
す
る
が
、
気
に
す
る
予

知
は
無
い
。

離
脱
し
て
い
く
白
い
疾
風
に
、
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
は
未
だ
に
撃
っ
て
来
た
り
迫

っ
て
来
る
が
、
”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”
は
空
気
抵
抗
や
重
力
が
存
在
す

る
か
も
疑
わ
し
い
鮮
や
か
な
動
き
で
射
撃
を
躱
す
と
、
蜻
蛉
返
り
の
状
態
で
両

腰
部
の
砲
身
を
前
面
に
展
開
し
、
放
電
す
る
弾
丸
で
今
度
は
サ
ー
ベ
ル
と
ラ
イ

フ
ル
を
持
っ
た
二
機
ず
つ
、
つ
ま
り
四
機
の
動
力
部
を
貫
く
。

異
世
界
で
の
初
陣
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
に
も
知
ら
ず
。

機
動
六
課
隊
舎
、
ロ
ン
グ
ア
ー
チ
司
令
室

「
正
体
不
明
機
、
ア
ン
ノ
ウ
ン
と
交
戦
！
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は
、
速
い
！
？
」

「
正
体
不
明
機
、
ア
ン
ノ
ウ
ン
と
再
び
交
戦
し
、
撃
墜
！

数
、
四
！
」

「
な
、
何
て
速
さ
な
の
！
？

目
で
追
え
な
い
！

白
い
軌
跡
し
か
見
え
な
か
っ
た
…
…
」

「
大
、
天
使
…
…
…
…
」

「
一
体
、
何
者
な
ん
や
…
…
？

あ
の
機
体
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
…
…
？
」

未
知
の
機
体
と
、
あ
の
白
い
機
体
の
戦
闘
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
中
で
、
部
隊

長
で
あ
る
八
神
 

は
や
て
と
部
隊
長
補
佐
で
あ
る
グ
リ
フ
ィ
ス
・
ロ
ウ
ラ
ン
は

ポ
ツ
リ
と
呟
く
。

あ
の
白
い
機
体
の
性
能
は
か
な
り
高
い
の
は
解
る
が
、
そ
れ
を
自
由
自
在
に
操

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
技
量
が
人
と
し
て
の
レ
ベ
ル
を
遥
か
に
も
上
回
っ
て
い
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
大
天
使
の
様
な
機
体
と
同
じ
様
に
魔
導
師
も
騎
士
も
、
高
性
能

デ
バ
イ
ス
と
一
つ
に
な
り
手
足
の
様
に
操
る
に
は
そ
れ
な
り
の
技
量
や
特
訓
が

必
要
に
な
る
。

現
に
高
町
 

な
の
は
と
フ
ェ
イ
ト
．
Ｔ
．
ハ
ラ
オ
ウ
ン
、
そ
し
て
部
隊
長
で
あ

る
八
神
 

は
や
て
も
こ
れ
で
今
の
様
に
デ
バ
イ
ス
や
魔
法
を
手
足
の
様
に
使
い

こ
な
し
て
い
る
。

だ
が
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
な
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
あ
の
白
い
機
体
を
手
足
の
様
に
操
る
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と
い
う
の
を
通
り
越
し
て
い
る
様
に
も
見
て
取
れ
る
の
だ
。

一
体
何
者
な
の
か
…
…
？

そ
ん
な
思
い
が
は
や
て
の
胸
中
に
あ
っ
た
。

司
令
室
で
の
喧
騒
を
露
知
ら
ず
、
画
面
の
中
の
”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”

は
そ
の
ま
ま
の
ス
ピ
ー
ド
を
維
持
し
な
が
ら
上
昇
し
両
手
の
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル

を
ラ
イ
フ
ル
に
持
ち
替
え
、
下
に
向
け
て
四
発
の
ビ
ー
ム
を
放
つ
。

放
た
れ
た
翡
翠
の
光
弾
は
、
過
た
ず
に
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
の
動
力
部
に
直
撃
、

爆
散
さ
せ
る
。

［
…
…
…
…
何
故
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
が
こ
こ
に
？
］

画
面
内
か
ら
音
声
が
聞
こ
え
る
。

あ
の
白
い
機
体
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
、
外
部
通
信
を
す
る
為
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

た
ま
ま
ら
し
い
。

思
わ
ず
聞
き
耳
を
立
て
、
あ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
目
的
を
聞
こ
う
と
、
は
や
て
達

は
次
の
言
葉
を
待
つ
。

［
…
…
そ
れ
と
、
こ
こ
は
一
体
ど
こ
な
ん
だ
…
…
？

地
形
識
別
信
号
も
無
い
し
、
空
も
惑
星
だ
ら
け
だ
］

こ
れ
で
は
っ
き
り
し
た
。

キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
の
正
体
は
、
次
元
漂
流
者
だ
。
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目
的
は
、
恐
ら
く
情
報
収
集
の
為
に
人
を
探
し
て
い
た
所
に
、
あ
の
”
ウ
ィ
ン

ダ
ム
”
と
か
い
う
機
体
に
襲
わ
れ
て
い
た
隊
長
陣
を
見
つ
け
、
そ
れ
で
助
け
た

と
察
す
る
事
が
出
来
る
し
説
明
が
つ
く
。

そ
れ
な
ら
ば
警
戒
心
を
持
つ
必
要
は
無
い
し
、
ま
た
次
元
漂
流
者
を
保
護
し
て

元
の
世
界
の
捜
索
を
す
る
の
も
時
空
管
理
局
の
仕
事
の
一
つ
だ
。

［
線
路
に
沿
っ
て
、
撤
収
し
よ
う
。

何
か
が
解
る
か
も
知
れ
な
い
］

言
う
や
否
や
、
背
中
に
抱
い
た
翼
を
広
げ
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
撤
収
。
画
面
か
ら

消
え
て
し
ま
っ
た
。

「
…
…
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
」

戦
闘
の
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
た
ロ
ン
グ
ア
ー
チ
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
安
堵
し

た
様
に
呟
く
。

い
き
な
り
次
元
の
海
を
通
り
越
し
て
し
ま
い
こ
の
世
界
に
来
て
し
ま
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
未
知
の
機
体
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
隊
長

陣
を
助
け
て
く
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
人
柄
が
解
る
。

「
…
…
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
私
達
も
お
仕
事
再
開
や
で
。

ア
ル
ト
と
ル
キ
ノ
は
あ
の
機
体
の
予
測
進
路
を
取
っ
て
、
着
地
点
を
割
り
出
し

と
っ
て
な
。

シ
ャ
ー
リ
ー
は
副
隊
長
の
ど
ち
ら
か
に
連
絡
。

ど
ち
ら
か
一
人
で
え
ぇ
よ
。

後
、
最
後
に
一
つ
は
絶
対
に
気
ぃ
抜
い
た
ら
あ
か
ん
よ
。
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ま
た
”
ウ
ィ
ン
ダ
ム
”
と
か
言
う
機
体
達
が
さ
っ
き
み
た
い
な
ん
が
来
る
か
も

知
れ
へ
ん
か
ら
な
」

い
ち
早
く
我
に
返
っ
て
指
示
を
出
し
、
ロ
ン
グ
ア
ー
チ
も
そ
れ
に
応
え
る
様
に

割
り
当
て
ら
れ
た
仕
事
に
取
り
掛
か
る
。

さ
っ
き
ま
で
の
喧
騒
は
も
う
、
そ
こ
に
は
無
か
っ
た
。

「
副
隊
長
を
呼
び
出
す
と
は
？
」

「
う
ん
。

な
の
は
ち
、
じ
ゃ
な
く
て
な
の
は
隊
長
と
フ
ェ
イ
ト
隊
長
は
今
魔
力
が
殆
ど
残

っ
て
へ
ん
し
、
Ｆ
Ｗ
陣
を
ま
た
出
撃
さ
せ
る
訳
に
も
行
か
へ
ん
。

そ
こ
で
出
る
の
は
副
隊
長
や
。

シ
グ
ナ
ム
か
ヴ
ィ
ー
タ
の
ど
ち
ら
か
で
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
さ
ん
を
追
跡
し
保
護
さ

せ
る
と
い
う
別
の
任
務
を
な
］

成
る
程
、
と
グ
リ
フ
ィ
ス
が
頷
く
。

だ
が
、
問
題
が
あ
る
。

「
し
か
し
、
追
跡
し
よ
う
と
し
て
も
、
あ
の
機
体
に
追
い
付
く
の
は
到
底
無
理

と
思
い
ま
す
よ
？
」

あ
の
機
体
の
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
は
戦
闘
映
像
を
見
る
限
り
、
あ
の
図
体
に
似
合
わ

ず
か
な
り
速
い
。

捉
え
た
と
思
え
ば
瞬
時
に
白
い
疾
風
と
な
り
、
も
う
既
に
別
の
場
所
に
い
る
。

そ
れ
を
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
出
さ
れ
た
ら
擦
れ
違
っ
た
と
思
う
と
も
う
既
に
空
の
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彼
方
に
消
え
て
い
る
と
い
う
事
だ
。

六
課
の
隊
長
陣
は
通
常
の
魔
導
師
と
比
較
し
て
も
速
い
方
だ
が
、
そ
の
隊
長
陣

は
も
う
魔
力
が
殆
ど
無
く
な
っ
て
い
る
し
、
流
石
に
あ
れ
に
追
い
縋
る
の
は
難

し
い
。

「
そ
れ
も
解
っ
て
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
予
測
進
路
を
出
し
て
そ
こ
か
ら
割
り
出
せ
る
着
地
点
を
出
し
て

る
ん
や
。

そ
こ
に
着
地
出
来
そ
う
な
場
所
を
確
認
、
と
い
う
訳
や
」

「
フ
ム
…
…
」

納
得
し
た
よ
う
に
頷
く
グ
リ
フ
ィ
ス
。

こ
っ
ち
で
進
路
を
把
握
し
て
い
る
限
り
、
見
失
う
事
は
無
い
。

隊
長
陣
と
Ｆ
Ｗ
陣
が
今
、
戦
線
離
脱
し
て
い
る
中
で
頼
り
に
な
る
の
は
副
隊
長

の
み
だ
。

「
シ
グ
ナ
ム
副
隊
長
と
連
絡
が
取
れ
ま
し
た
！
指
示
を
お
願
い
し
ま
す
！
」

「
良
し
…
…
。

後
は
ア
ル
ト
と
ル
キ
ノ
か
…
…
。

何
か
見
つ
か
っ
た
ん
？
」

「
少
々
待
っ
て
下
さ
い
、
今
検
索
し
て
い
ま
す
」

「
今
向
か
っ
て
い
る
の
が
北
方
な
の
で
そ
ち
ら
を
ベ
ー
ス
に
や
っ
て
ま
す
が
…

…
、
ど
う
も
…
…
」
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二
人
の
様
子
か
ら
見
る
と
、
ど
う
や
ら
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
様
だ
。

「
北
、
か
…
…
」

は
や
て
が
一
言
呟
く
と
、
目
の
前
の
大
画
面
モ
ニ
タ
ー
を
見
遣
る
。

目
の
前
の
モ
ニ
タ
ー
は
全
体
図
と
あ
の
白
い
機
体
”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム

”
が
深
蒼
の
八
枚
の
翼
を
広
げ
て
飛
行
し
て
い
る
画
面
の
二
つ
に
分
割
さ
れ
て

い
る
。

赤
い
点
が
”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”
で
あ
り
、
後
方
に
伸
び
て
い
る
赤
い

線
が
通
過
し
た
道
筋
、
前
方
に
伸
び
て
い
る
黄
色
の
線
が
予
測
通
過
の
道
筋
だ
。

こ
の
道
筋
の
近
く
に
着
地
点
が
あ
り
、
そ
の
場
に
い
た
民
間
人
に
避
難
勧
告
を

出
す
の
が
二
人
の
役
目
で
あ
る
。

着
地
す
る
点
が
無
け
れ
ば
保
護
す
る
事
が
出
来
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
も
あ
る
が
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
動
い
て
い
る
機
体
だ
と
い
う

の
を
は
や
て
達
は
知
ら
な
い
。

こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
終
わ
る
の
か
、
そ
う
思
っ
た
矢
先
に
ア
ル
ト
が
仕
事

の
成
果
を
知
ら
せ
た
。

「
…
…
あ
り
ま
し
た
！

た
っ
た
一
カ
所
で
す
が
、
進
路
上
に
着
地
点
が
！

モ
ニ
タ
ー
に
出
し
ま
す
！
！
」

ア
ル
ト
が
言
う
と
同
時
に
黄
色
い
線
の
中
に
あ
る
一
カ
所
の
黄
色
い
点
が
ア
ッ
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プ
で
映
し
出
さ
れ
る
。

市
街
地
か
ら
離
れ
て
い
る
上
に
、
人
が
立
ち
寄
る
事
は
無
く
、
広
い
そ
の
場
所

は
着
地
点
に
す
る
に
は
持
っ
て
来
い
の
場
所
だ
。

だ
が
、
問
題
は
そ
の
場
所
に
対
す
る
思
い
だ
。

「
え
、
け
ど
こ
の
場
所
っ
て
…
…
？
」

「
ル
キ
ノ
、
今
は
感
傷
に
浸
っ
と
る
時
や
な
い
。

シ
ャ
ー
リ
ー
、
シ
グ
ナ
ム
に
あ
の
場
所
に
行
っ
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
保
護
す
る

よ
う
連
絡
を
」

「
り
、
了
解
で
す
」

新
た
な
任
務
に
シ
ャ
ー
リ
ー
は
仕
事
に
思
案
を
寄
せ
る
。

実
際
、
運
命
の
類
の
様
な
気
が
す
る
場
所
だ
っ
た
の
だ
。

シ
ャ
ー
リ
ー
じ
ゃ
な
く
て
も
驚
く
だ
ろ
う
。

「
…
…
何
の
因
果
な
ん
や
ろ
」

北
を
目
指
す
白
い
機
影
を
見
な
が
ら
、
は
や
て
は
消
え
入
り
そ
う
な
声
で
ポ
ツ

リ
と
呟
い
た
。
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線
路
を
沿
っ
て
飛
行
し
て
い
た
”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”
と
キ
ラ
だ
っ
た

が
、
も
う
下
に
は
森
林
や
山
岳
は
無
か
っ
た
。

眼
下
に
広
が
る
の
は
市
街
地
、
し
か
も
か
な
り
の
大
都
会
だ
。

嫌
、
正
確
に
は
森
林
か
ら
市
街
地
に
こ
れ
か
ら
入
る
と
言
っ
た
所
だ
。

因
み
に
キ
ラ
は
後
に
外
部
通
信
ス
ピ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
た
の
に

気
付
い
て
、
も
う
既
に
切
っ
て
い
る
。

「
漸
く
市
街
地
か
…
…
。

な
ら
…
…
」

こ
れ
で
漸
く
情
報
収
集
を
す
る
事
が
出
来
る
が
、
住
ん
で
い
る
民
間
人
を
驚
か

せ
る
訳
に
は
行
か
な
い
。

キ
ラ
は
ゆ
っ
く
り
と
フ
ッ
ト
ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
、
機
体
高
度
を
少
し
ず
つ
上
昇

さ
せ
て
い
く
。

こ
こ
が
地
球
で
は
な
い
事
は
既
に
解
っ
て
い
る
し
、
ま
た
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
も
無

く
、
こ
の
世
界
に
と
っ
て
の
未
知
の
機
体
が
い
き
な
り
現
れ
た
と
あ
れ
ば
、
現

地
の
方
々
を
恐
れ
戦
い
て
し
ま
う
。

そ
れ
を
避
け
る
為
の
判
断
で
あ
る
。

機
体
の
高
度
が
市
街
地
が
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
立
体
地
図
に
見
え
る
く
ら
い
の
高
さ

に
な
る
と
、
”
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
”
は
再
び
飛
行
を
始
め
た
。

「
…
…
ど
こ
か
着
地
出
来
る
場
所
は
…
…
」
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暫
く
飛
行
を
し
な
が
ら
市
街
地
の
中
で
、
カ
メ
ラ
を
ズ
ー
ム
さ
せ
な
が
ら
着
地

出
来
そ
う
な
場
所
を
探
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
中
々
見
つ
か
ら
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
情
報
収
集
が
出
来
な
い
し
、
機
体
を
隠
す
事
と
外
に
出
る
事
が

出
来
な
い
。

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
考
え
て
い
た
時
、
メ
イ
ン
カ
メ
ラ
の
隅
に
何
か
が
映
っ
た
。

「
飛
行
場
？

嫌
、
空
港
な
の
か
？
」

飛
行
場
ら
し
き
施
設
の
発
見
に
、
偏
光
グ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
中

の
キ
ラ
の
表
情
は
僅
か
に
明
る
く
な
る
。

だ
が
、
そ
れ
も
す
ぐ
に
疑
問
の
表
情
に
な
る
。

「
着
陸
や
離
陸
す
る
航
空
機
が
見
当
た
ら
な
い
…
…
」

そ
う
、
空
に
行
こ
う
と
す
る
航
空
機
の
機
影
が
な
け
れ
ば
、
着
陸
し
よ
う
と
す

る
機
影
す
ら
見
当
た
ら
な
い
。

そ
れ
と
良
く
見
れ
ば
全
く
の
無
人
だ
。

空
か
ら
見
て
も
人
は
確
認
出
来
る
し
、
動
き
も
見
え
る
。

だ
が
そ
の
空
港
ら
し
き
施
設
に
は
そ
れ
が
全
く
無
い
の
だ
。

「
…
…
行
っ
て
み
る
か
」

思
い
立
っ
た
ら
吉
日
。
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キ
ラ
は
あ
の
空
港
施
設
に
着
地
す
る
事
を
決
め
る
と
一
度
市
街
地
か
ら
海
に
出

て
、
そ
の
ま
ま
引
き
返
す
形
で
空
港
の
滑
走
路
に
着
地
し
た
。

―
―
ガ
シ
ャ
ア
ン
…
…

機
体
の
両
足
が
滑
走
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
密
着
し
た
事
を
知
ら
せ
る
衝
撃
が

伝
わ
る
と
、
キ
ラ
は
機
体
の
電
源
を
切
り
ハ
ー
ネ
ス
を
外
し
て
、
偏
光
グ
ラ
ス

を
戻
し
て
被
っ
て
い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
取
る
。

艶
や
か
な
茶
髪
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ャ
ギ
ー
が
露
わ
に
な
る
が
、
キ
ラ
は
何
か
思
案

に
耽
る
。

頭
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
機
体
に
掛
け
る
プ
ロ
テ
ク
ト
の
番
号
や
ら
何
や
ら
で

あ
る
。

こ
こ
が
か
な
り
の
文
明
が
発
展
し
て
い
る
と
い
う
事
は
当
然
、
守
る
為
の
法
も

ま
た
存
在
す
る
。

そ
の
法
に
こ
の
機
体
が
触
れ
て
、
調
べ
ら
れ
た
ら
機
体
の
核
部
分
に
触
れ
て
し

ま
う
と
い
う
仮
定
が
浮
か
ぶ
。

機
体
と
そ
の
法
、
そ
し
て
民
間
人
を
守
る
為
な
ら
、
プ
ロ
テ
ク
ト
は
か
な
り
強

固
に
す
る
し
か
な
い
。

ま
ぁ
、
触
れ
な
い
な
ら
話
は
別
だ
が
。

「
…
…
…
…
良
し
」

ピ
ン
と
頭
の
中
で
プ
ロ
テ
ク
ト
が
思
い
浮
か
ぶ
と
、
キ
ラ
は
キ
ー
ボ
ー
ド
を
出

し
、
プ
ロ
テ
ク
ト
を
掛
け
る
。
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そ
し
て
、
キ
ラ
の
細
い
指
が
エ
ン
タ
ー
キ
ー
を
叩
く
と
モ
ニ
タ
ー
に
［
プ
ロ
テ

ク
ト
、
完
全
ロ
ッ
ク
完
了
］
の
文
字
が
浮
か
ぶ
。

「
よ
っ
と
…
…
」

ハ
ッ
チ
開
閉
ボ
タ
ン
を
押
し
て
シ
ー
ト
を
競
り
上
が
ら
せ
る
と
、
大
き
く
口
を

開
け
て
深
く
深
呼
吸
を
す
る
。

人
工
的
に
造
ら
れ
た
酸
素
で
は
な
く
、
自
然
で
造
ら
れ
た
新
鮮
な
酸
素
が
肺
を
、

身
体
を
満
た
し
て
い
く
の
を
感
じ
な
が
ら
も
キ
ラ
は
改
め
て
空
港
施
設
を
見
て

み
た
。

人
の
気
配
も
無
け
れ
ば
航
空
機
さ
え
な
い
、
放
置
さ
れ
た
廃
墟
だ
。

「
何
、
な
ん
だ
？

こ
こ
は
…
…
？
」

放
棄
さ
れ
た
施
設
で
は
？
と
思
う
が
頭
を
振
り
そ
ん
な
馬
鹿
な
考
え
を
振
り
払

う
。

一
体
何
処
に
施
設
を
ま
る
ご
と
放
置
す
る
様
な
事
情
が
あ
る
の
か
。

更
に
今
こ
こ
で
や
る
と
言
え
ば
、
中
の
様
子
を
見
て
く
る
か
、
あ
の
女
性
達
が

来
て
く
れ
る
ま
で
こ
こ
で
待
つ
位
だ
。

後
者
の
場
合
は
い
つ
来
る
か
解
ら
な
い
し
、
来
る
と
は
限
ら
な
い
。

「
…
…
行
っ
て
み
る
か
」
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胸
部
ハ
ッ
チ
の
近
く
に
あ
る
ラ
ダ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
で
地
面
に
降
り
る
と
、
キ
ラ
は

真
っ
直
ぐ
廃
墟
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。

―
―
コ
ツ
、
コ
ツ
、
コ
ツ
…
…

「
…
…
こ
こ
は
、
火
災
で
も
あ
っ
た
の
か
？
」

響
く
足
音
と
共
に
、
キ
ラ
の
呟
き
が
響
く
。

あ
ち
こ
ち
に
崩
れ
た
瓦
礫
や
機
械
が
山
積
み
に
な
っ
て
お
り
、
照
明
も
無
い
し

薄
暗
い
。

壁
を
見
て
み
る
と
熱
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
ち
こ
ち
で
亀
裂
が
走
っ

て
い
る
。

来
て
い
る
内
に
そ
の
場
所
は
幾
つ
も
あ
っ
た
。

こ
の
空
港
そ
の
も
の
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
な
ら
ば
何
と
言
う
規
模
だ
。

消
火
作
業
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
、
は
た
ま
た
そ
れ
を
す
る
暇
も
無
か
っ

た
の
か
。

こ
れ
で
は
い
つ
崩
れ
る
か
は
解
ら
な
い
し
、
何
処
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
か
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も
解
ら
な
い
。

入
口
に
近
い
範
囲
で
調
査
を
す
る
し
か
な
い
。

そ
う
決
め
て
入
口
付
近
に
戻
ろ
う
と
し
た
時
だ
っ
た
。

―
―
ヒ
ュ
ウ
…
…
コ
ツ
、
コ
ツ
、
コ
ツ
…
…

「
風
？
そ
れ
と
足
音
？
」

隙
間
風
は
い
く
ら
か
あ
っ
た
が
、
鋭
い
程
の
風
は
無
い
。

更
に
足
音
に
も
似
た
そ
の
音
は
、
こ
っ
ち
に
近
付
い
て
き
て
い
る
。

「
…
…
誰
な
ん
だ
？
」

キ
ラ
は
近
く
に
あ
っ
た
横
通
路
に
身
を
隠
し
、
壁
に
背
中
を
密
着
さ
せ
て
は
息

を
潜
め
て
気
配
を
消
す
。

そ
ー
っ
と
壁
か
ら
身
を
乗
り
出
し
、
何
者
か
を
確
認
す
る
。

赤
紫
を
基
調
と
し
た
服
に
、
左
手
に
は
白
い
鞘
に
納
ま
っ
た
銀
色
の
長
剣
を
持

っ
た
長
い
桜
色
の
髪
を
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
し
た
女
性
が
見
え
る
。

見
た
所
、
何
か
を
探
し
て
い
る
ら
し
い
。

「
そ
の
ま
ま
…
…
行
っ
て
下
さ
い
…
…
」

―
―
ゴ
ツ
ッ
！
！
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聞
こ
え
な
い
様
に
そ
う
呟
き
、
去
ろ
う
と
し
た
時
に
、
右
手
に
持
っ
て
い
た
ヘ

ル
メ
ッ
ト
が
壁
に
ぶ
つ
か
り
大
き
な
音
を
た
て
て
し
ま
っ
た
。

「
ん
…
…
？
」

（
…
…
…
し
ま
っ
た
！
）

急
い
で
身
を
乗
り
出
し
て
見
て
み
る
と
、
女
性
が
こ
っ
ち
に
気
付
い
た
ら
し
く

駆
け
寄
っ
て
来
て
い
る
。

今
逃
げ
た
ら
、
納
め
て
い
る
剣
で
斬
ら
れ
そ
う
な
気
が
す
る
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、
女
性
が
キ
ラ
の
前
に
や
っ
て
来
た
。

「
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
、
殿
で
す
ね
？
」

「
…
…
そ
う
だ
と
言
っ
た
ら
？
」

「
貴
方
を
保
護
し
ま
す
」

何
故
自
分
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
が
、
そ
れ
は
後
か
ら
で
も
出

来
る
。

だ
が
保
護
と
い
う
か
ら
に
は
、
何
か
公
共
組
織
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

だ
が
こ
れ
で
情
報
収
集
が
出
来
る
。

「
…
…
ザ
フ
ト
軍
ヤ
マ
ト
隊
隊
長
兼
、
最
高
評
議
会
議
長
直
属
の
特
務
隊
所
属

の
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
で
す
」
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「
私
は
時
空
管
理
局
古
代
遺
失
物
処
理
管
理
部
機
動
六
課
所
属
の
ラ
イ
ト
ニ
ン

グ
分
隊
の
副
隊
長
、
シ
グ
ナ
ム
二
等
空
尉
で
す
。

よ
し
な
に
、
頼
み
ま
す
」

「
は
い
」

慣
れ
て
い
な
い
の
か
、
懸
命
に
柔
ら
か
い
態
度
で
接
し
て
く
る
女
性
、
シ
グ
ナ

ム
に
キ
ラ
は
笑
み
を
作
り
な
が
ら
頭
を
下
げ
る
。

後
に
聞
い
た
話
で
は
、
こ
こ
は
四
年
前
に
起
き
た
火
災
で
当
時
”
臨
海
第
八
空

港
”
と
呼
ば
れ
た
場
所
で
、
シ
グ
ナ
ム
の
直
属
の
上
司
が
夢
を
築
き
上
げ
る
発

端
と
な
っ
た
場
所
、
と
の
事
だ
っ
た
。
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破
壊
ノ
舞
イ
（
後
書
き
）

上
手
く
書
け
て
る
か
な
…
…
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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